
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 
ア イ ペ ッ ト 損 害 保 険 株 式 会 社
ア ク サ 損 害 保 険 株 式 会 社
ア ニ コ ム 損 害 保 険 株 式 会 社
イ ー デ ザ イ ン 損 害 保 険 株 式 会 社
A I G 損 害 保 険 株 式 会 社
エ イ チ・ エ ス 損 害 保 険 株 式 会 社
S B I 損 害 保 険 株 式 会 社
a u 損 害 保 険 株 式 会 社

共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社 
ジェイアイ傷害火災保険株式会社 
セ コ ム 損 害 保 険 株 式 会 社 
セ ゾ ン 自 動 車 火 災 保 険 株 式 会 社 
ソ ニ ー 損 害 保 険 株 式 会 社 
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 
そ ん ぽ 24 損 害 保 険 株 式 会 社 
大 同 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社 
東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 株 式 会 社 

ト ー ア 再 保 険 株 式 会 社 
日 新 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社
日 本 地 震 再 保 険 株 式 会 社
日立キャピタル損害保険株式会社
三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社
三井ダイレクト損害保険株式会社
明 治 安 田 損 害 保 険 株 式 会 社
楽 天 損 害 保 険 株 式 会 社

2019年1月1日現在（会員会社26社50音順）

一般社団法人 日本損害保険協会 会員会社一覧

業務企画部　啓発・教育グループ
一般社団法人日本損害保険協会

TEL：03-3255-1215　FAX：03-3255-1236
〒101-8335 東京都千代田区神田淡路町2−9　　URL http://www.sonpo.or.jp/
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1415年の軌跡
、そして未来

へ

小学生のぼうさい探検隊
マップコンクール

第15回

ぼうさい探検隊の詳細は「特設サイト」をご覧ください。

ぼうさい探検隊 検索
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一般社団法人 日本損害保険協会
会長 西澤 敬二

　昨年は、大規模な自然災害が連続して発生
し、全国各地が自然災害の脅威に晒

さら

される異
例な年となりました。また、そのような中で、
防災に対する国民の意識も一段と高まったと
感じております。「災害は、忘れたころにやっ
てくる。」という戒めにもありますように、私
たちは、巨大地震の発生や異常気象の増加が
懸念される中、防災に対する意識を持ち続け
ることの難しさを認識した上で、災害から命
と暮らしを守るため、より確かな取組みを継
続して進めていく必要があります。

　当協会は、1917年の創立以来、災害への経
済的な備えである保険商品の普及・啓発に取
り組むとともに、地震や台風など幾多の災

さ い か

禍
に際して、業界を挙げて迅速な保険金のお支
払いに努めてまいりました。また、「ぼうさい
探検隊」をはじめとする、防災・減災、事故
防止に資する取組みにも注力し、安心・安全
なまちづくりに貢献してまいりました。
　2004年にスタートした「ぼうさい探検隊」
は、子ども達が、防災や交通安全等の観点か
ら地域を探検し、マップにまとめる実践的な
安全教育プログラムであり、併せて実施する

「小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」
には、延べ18万5,000人を超える児童から約
2万7千もの作品の応募をいただきました。
実際に、老朽化したブロック塀の除去やガー
ドレールの新設など、マップに盛り込んだ要

望・提言によって危険箇所が改善され、子ど
も達の達成感と地域の安心感に繋がった事例
も報告されています。
　このように、防災教育の充実と地域防災力
の向上への貢献という観点から、「ぼうさい探
検隊」は、各方面より評価をいただいており、
昨年10月に、当協会は、日本災害情報学会の

「廣井賞（社会的功績分野）」受賞という栄誉に
浴しました。これもひとえに、日頃から本取
組みに対してご支援いただいている文部科学
省、内閣府等の行政機関、小学校等の教育関
係機関、その他関係団体や地域の皆さまによ
るご尽力の賜物であり、改めて深く感謝を申
し上げます。

　さて、一昨年に公示された新学習指導要領
が小学校では2020年度から全面実施され、
防災・安全教育の充実が図られることとなり
ますが、現在、防災教育に役立つ教育素材を
簡単に入手できるポータルサイトを国土交通
省が開設するなど、各方面において準備が進
められています。当協会といたしましては、
子ども達の防災意識のさらなる向上と安心・
安全なまちづくりに一層貢献できるよう、「ぼ
うさい探検隊」の取組みを一層発展させてい
かなければならないと考えており、様々な視
点から今後の方向性を検討してまいります。
引き続き、皆さまのご支援とご協力を宜しく
お願い申し上げます。

ご挨拶

未来への宣誓  これから活動する子ども達、指導者の方へ
木原 要子氏（愛媛県愛南町立城辺小学校校長）
影山 実紅氏（広島文化学園大学2回生）

ご挨拶
一般社団法人 日本損害保険協会
会長 西澤 敬二
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15年目の節目にあたり、
活動に尽力いただいた方からのメッセージ
室﨑 益輝氏（神戸大学名誉教授／兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長）

𠮷門 直子氏（文部科学省 総合教育政策局 安全教育調査官）

蟻坂 　隆氏（宮城県石巻市湊地区 民生委員児童委員協議会会長）

永井 清美氏（福島県相馬市川原町児童センター所長）

グラフで見る 小学生のぼうさい探検隊マップコンクールの変遷
■応募マップ数、参加人数の推移
■参加小学校・その他団体数の推移と構成比
■都道府県別 応募マップ数、参加小学校・その他団体数／構成比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （第1回〜第15回累計）

15回連続参加  愛知県豊田市立足助小学校
校長 藪崎 由縁
■校長からのメッセージ
■「市の推進事業」と「学校の授業」が
　タイアップしたマップ作り

子ども達の提言・要望等がまちの改善に繋がった事例
子ども達は地域への愛着心を育くみ、人と人との大切な絆も育んでいきます。

【福島県相馬市】 川原町児童センター
【埼玉県川口市】 芝児童センター
【三重県鳥羽市】 安楽島子ども会
【愛媛県愛南町】 福浦小学校

第1回から第15回（2004〜2018年度）の入選作品一覧

■未来への手紙

目次

第15回
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室﨑 益輝氏

蟻坂　隆氏

𠮷門 直子氏

永井 清美氏

𠮷門 直子氏（よしかど なおこ）
【文部科学省 総合教育政策局
安全教育調査官】
高知県土佐市出身。高知県公立学校教員
として採用。高知県内の公立小学校及び高
知大学教育学部附属小学校で勤務。2007
年度より8年間、高知県教育委員会事務局
にて学校安全担当として勤務（指導主事
2年・チーフ3年・課長補佐3年）。2015年
4月より現職。

永井 清美氏(ながい きよみ)
【福島県相馬市川原町児童センター所長】
1982年日本損害保険協会奥さま防災博士

（現：支部防災博士）に就任。約36年間幼
児と小学生の防災教育に取り組む。また
1992年日本赤十字社救急指導員、1996
年に相馬広域消防本部第1号救急指導員
となり、救急普及と指導にあたる。東日本
大震災後、少年消防団を結成し、消火、救
急規律訓練、歳末助け合い募金活動、防災
マップ作り等子ども達の防災意識の向上
と社会のために貢献できる人材育成に団
長として共に尽力している。またガールスカ
ウト福島県第34団委員長として23年間女
子の防災教育に現在も取り組んでいる。

蟻坂　隆氏（ありさか たかし）
【宮城県石巻市湊地区
民生委員児童委員協議会会長】
宮城県石巻市生まれ。障害者・高齢者の
避難を支援するため、全国に先駆けて
2004年から石巻市八幡町で立ちあげた

「防災ネットワーク」に関わっている。東
日本大震災では自らも被災しながら、地域
の支援のとりまとめ役として活動した。

　小学生のぼうさい探検隊マップコン
クールが第15回を迎えられましたこと、
誠におめでとうございます。
　毎年自然災害が発生する我が国にお
いて、子ども達が災害について学び、
いざという時に適確に判断し行動でき
る力を身に付けるための防災教育は必
要不可欠なものです。
　マップ作りは、子ども達がまちを歩き
自分で調べることを通して、地域を知り、
災害リスクや安全対策について、自分の
こととして考え学ぶところに良さがある、
防災教育にとって非常に有効な手法で

　近年、東北地方太平洋側地域では頻
繁に地震の発生がみられ、宮城県沖を
震源域とする大地震津波の発生が警告
されていました。湊地区は旧北上川と
太平洋に接しており、子ども達の防災
啓発のため父母教師会活動としてコン
クールに応募したのです。
　子ども達のまち巡りによる探検は、地
域のみなさんとの接点をより強いものに
するとともに子ども達の地域再発見に
資するところが大きかったと思います。
　高校生になった娘が、母校でマップ
作りの体験談を語ったとき、6年前の

　小学生のぼうさい探検隊マップコン
クール15周年、誠におめでとうござい
ます。
　私がマップコンクールに参加するきっ
かけとなったのは、1982年損保協会の
防災博士に任命され防災教育の重要性
を痛感したからです。
　当時は、火遊び火災が多発しており、
幼児の防災教育は乏しく、また小学生の
防災活動はゼロに等しい状況でした。
そこで幼小防災一貫教育を実践すべく、
幼児期は腹話術人形や損保協会のダック
訓練カード、カルタ等で、また小学生には

す。これまでの実践の中では、子ども達
が気付き提案したことが地域の防災対
策に活かされた事例もあり、子ども達の
達成感や次への意欲に繋がっています。
　また、活動時間の確保や指導者の共
通理解を図ることなど、マップ作りは
関係者の皆様の意志と努力があってこ
そ成り立つものです。
　本コンクールの長年の取組みにより、
こうしたマップ作りの活動が全国の各
地域に広がっておりますことに心から
感謝申し上げますとともに、今後のさ
らなる拡大・発展に期待いたします。

将来の防災リーダーとしての活躍を
期待しています

「小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」の持つ力の大きさ

地域と共に生きるために

さらなる拡大・発展に期待

マップと今の違いから新たな探検を薦
めていました。また高校の卒業式から
10日後に襲った震災では、地域のみな
さんと協力して救援物資の分配作業を
するなど地域に根ざした存在になって
いたのです。
　子どもから高齢者まで地域と共に生
きるため、地域を知り協力して暮すこ
とが強く求められており、探検隊活動
はその第一歩として奨励されるべきと
確信します。
　子ども達の安全安心のために。
　地域の元気のために。

まちに連れ出し子どもの目線で危険箇所
を見つけマップを作成するぼうさい探検
隊を取り入れました。すると、幼児の火遊
び火災は減少し、小学生はやる気と協調
性、気付きや優しい心が育ち、また危険
箇所が改修されて地域の方に喜ばれ、子
ども達を見守ってくれる様になり、今では
センターの世代間交流活動に発展してい
ます。東日本大震災後、少年消防団を結
成し、年間を通して活動に励んでいます。
　いつの日かきっと訓練が実を結び、
将来、地域の防災リーダーとして活躍
してくれる事でしょう！

室﨑 益輝氏（むろさき よしてる）
【神戸大学名誉教授／
兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長】
1969年から本格的に防災研究を始め、
以後40年以上に亘り防災・復興研究を続
けている。阪神・淡路大震災で自らが被
災者となって以降、防災について市民に
直接語りかけることの重要性を改めて認
識し、地震出火リスク調査や被災地復興
物語調査といった研究の傍らボランティ
アや講演活動にも精力的に取り組んでい
る。日本火災学会賞、日本建築学会賞、
防災功労者内閣総理大臣表彰等を受賞。
日本火災学会会長、日本災害復興学会会
長、消防審議会会長等を歴任し、現職。

15年目の節目にあたり、
活動に尽力いただいた方からの

メッセージ 

　安全な社会を築くためには、何より
も人間自身が災害に強くならなければ
ならない。災害を招くのも、災害を防
ぐのも、災害で苦しむのも人間だから
である。ところで、災害に強い人間に
なるためには、防災のための「心・技・
体」が欠かせない。
　「心」は、命を守ろうとする気持ちや
意識である。「技」は、命を守るうえで
欠かせない技能や知識である。「体」は、
体制の「体」をいい、命を守るための人
の繋がりや助け合いである。この、心
技体を育むうえで、「小学生のぼうさい
探検隊マップコンクール」（以下、ぼう
さい探検隊）はとても大きな役割を果
たしている。
　心という「意識を磨く」ことは、大人
になってから始めるのでは遅い。意識
は、小さい頃から持続的に育んでおか
なければ、身につかないからである。
子どものころから、体で感じてみんな
で学ぶことが、心を磨くためには欠か
せない。ところで、ぼうさい探検隊の取
組みは、小学生を対象にしている。未
来の防災の担い手である「小学生」を対
象としていることは、幼少のころから
意識を育むことに繋がっており、防災
の意識を育むうえでも、防災の担い手
の裾野を広げるうえでも、大きな力と
なっている。
　技という「能力を磨く」うえでは、学
ぶことと考えることが欠かせない。ぼう
さい探検隊は、「下調べ」と「まち歩き」と

「マップ作り」という3つのプロセスから
成っている。下調べでは、データを集め
たり調べたりして、災害の歴史や地域

の成り立ちを学ぶ。まち歩きでは、現
場の観察と地域の人との会話から、危
険の実態や防災の仕組みを学ぶ。マッ
プ作りでは、調べた結果を地図に表現
することを通して、どうすれば安全に
できるかを考える。その学びと考える
プロセスは、小学生の防災力の向上を
もたらしている。
　体という「繋がりを磨く」ことは、共
助や協働という言葉に代表されるよう
に、防災では欠かせない。ぼうさい探
検隊では、友達同士の繋がり、先輩後
輩の繋がり、家族との繋がり、地域の
人との繋がりが育まれていく。まち歩
きやマップ作りでは、主人公の小学生
だけではなく、その家族はもとより地
域の人々が一緒になって、取り組むこ
とになる。小学生を核にして、多様な
繋がりが培われていく。その中で、小
学生は力を合わせることの大切さを身
につけてゆく。また、地域のコミュニ
ティも育まれてゆく。
　ぼうさい探検隊は、まち歩きとマッ
プ作りという「簡単な仕掛け」でありな
がら、防災の心技体を磨くための「大
きな可能性」を持っている。簡単であ
るがゆえに、多くの子ども達が参加し
てくれており、多くの小学校や団体が
取り組んでくれている。可能性を持つ
がゆえに、子ども達の防災力はもとよ
り基礎学力も飛躍的に高まっている。
レベルを上げることと、すそ野を広げ
ることの両立を可能とする素晴らしい
取組みである。それだけに、すべての
学校や地域で取り組まれることを期待
したい。
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566 参加小学校・その他団体数の

構成比（第1回～第15回累計）

小学校
48.2%

51.8%

その他団体
ボーイスカウト、
ガールスカウト、
子ども会、児童館、
少年消防団、自治会
　　　　　　 など

第１回は小学校だけを対象に募集しましたが、第2回
以降は子ども会、ボーイスカウト、ガールスカウト、
児童館、自治会などの地域団体からも応募があり
取組みが広がりました。学校という枠組みを超えて
幅広い年齢の人々が参加する地域に根付いた活動と
して定着しつつあります。

参加小学校・その他団体数の推移と構成比

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回

参加小学校・その他団体数は
総数5,590団体
（第1回～第15回累計）

※第１回は小学校だけを対象に募集しました。

注）グラフは海外からの応募作品数、参加人数を含みます。

478
作品

782
作品

1,052
作品

1,374
作品 1,235

作品

1,389
作品

1,607
作品

1,643
作品

2,018
作品

2,191
作品

2,267
作品

2,506
作品

2,871
作品

2,582
作品

2,865
作品

4,832
名

6,720
名

8,325
名

10,497
名

9,322
名

9,954
名

10,291
名

10,791
名

13,477
名

13,728
名

17,187
名 16,833

名

19,158
名

16,370
名

17,983
名

参加児童数は
総数185,468名
（第1回～第15回累計）

応募マップ数は
総数26,860作品
（第1回～第15回累計）

第1回は小学
校のみの参加
で始まった。

消防庁長官賞
を新設。

わがまち再発見
賞を新設。応募
マップが1,000
作品を突破。

審査員特別賞が第３回
までの３作品から８作
品に増加。参加児童数
が10,000名を突破。

応募マップが
2,000作品を
突破。

参加児童数は5年連続で
15,000名を超えており、
応募マップは4年連続で
2,500作品を超えている。

気象庁長官賞と
キッズリスクア
ドバイザー賞を
新設。

第1回
（2004年度）

第2回
（2005年度）

第3回
（2006年度）

第4回
（2007年度）

第5回
（2008年度）

第6回
（2009年度）

第7回
（2010年度）

第8回
（2011年度）

第9回
（2012年度）

第10回
（2013年度）

第11回
（2014年度）

第12回
（2015年度）

第13回
（2016年度）

第14回
（2017年度）

第15回
（2018年度）

応募マップ数、参加人数の推移

小学生のぼうさい  探検隊マップコンクールの変遷グラフで見る

5第15回 小学生のぼうさい探検隊マップコンクール4 第15回 小学生のぼうさい探検隊マップコンクール
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子ども達の目から見て大人が気付かないことをアドバイスしてくれるの
で、極力改善できるよう努力をしています。長年活躍し、賞も頂いてい
ることで住民の認知度も高いです。町内としても大事な存在で、これか
らも地域学習の一つとして子ども達を励ましていきたいと思います。

〈安楽島町内会 会長 傍
そ ば じ ま

島　寛さん〉

福島県相馬市「川
か わ ら ま ち

原町児童センター」

子ども達の提言・要望等がまちの改善に繋がった事例
子ども達は地域への愛着心を育くみ、 人と人との大切な絆も育んでいきます。

愛媛県愛南町「福浦小学校」

三重県鳥羽市「安
あ ら し ま

楽島子ども会」

埼玉県川口市「芝児童センター」

ぼうさい探検隊の活動は子ども達にとって、自分のまちを知る良い機会であり、
町会やまちの方々と繋がる機会にもなっています。まちに出て、自分達で見付け
たものは記憶に残り、作ったマップは形に残るので、子ども達にとって貴重な体験
です。今後も毎年活動を続け、参加した全員が「やってよかった！」と思えるマップ
作りにしていきたいと思います。〈川口市立芝児童センター 中西奈津枝さん〉

この活動はマップを作ることが目的ではなく、「土地を知る、まちを知る、
人（顔）を知る」ことが目的であり、地域との繋がりを築き、防災にも繋が
る活動だと思います。地理的に津波が心配される地域であり、子ども達は
まち歩きを通じて包み隠さず気付いた点を話してくれます。毎年春には
まちの人達への報告会もあり、地域の大人達の注意喚起にも繋がってい
ます。 〈世話人 浜口敬司さん〉

このマップ作成から5年たった現在、防災教育が地域へと広がり、
自主防災会を中心に防災学習や避難訓練が「他人ごとではなく
我がこと」としての活動になっています。そして、マップ作成を
通して繋がった地域と学校が、「故郷を愛し、故郷を誇りに思う
児童の育成」という目標を共有し、コミュニティ・スクールとしての
歩みを始めました。 〈愛南町立福浦小学校校長 菅

か ん

　登
と み

美さん〉

児童センター付近に立入禁止の原っぱがあり、子ども達がつい入って
しまう危険性があったことからマップで取り上げたところ、後日、柵が
設置されました。

コンクールに入選した新聞記事を見た知事が「これは大変なことだ」と子ど
も達の提言をくみ取ってくれてブロック塀がフェンスに改善されました。

子ども達がまち歩きを通じて、危険箇所を継続して提言したことで
急階段に手すりがついたり、防災倉庫が高台に設置されました。

マップを使って町役場に要望した結果、子ども達の貴重な提案
だと真摯に受け止められ、高齢者のための避難道の整備や避難
サポーターの依頼など地域の改善に繋がりました。

〈改善後〉手すりと高台倉庫の設置

第11回マップコンクール（2014年度）「佳作」受賞

第2回マップコンクール（2005年度）「まちのぼうさいキッズ賞（ユネスコ提供）」受賞 第7回マップコンクール（2010年度）「防災担当大臣賞」受賞

第10・11回マップコンクール（2013・2014年度）「文部科学大臣賞」「消防庁長官賞」受賞

改善の
経緯

改善の
経緯

改善の
経緯

子ども達は町会にとって、心強い味方であり、仲間です。自分達の遊び場であ
るまちに対して子ども独自の気付きにより色々な事を言ってきます。言った
事が反映されるととても喜び、まちへの関心にも繋がります。原っぱの件以
外でも、探検隊によりまちに消火器が少ないと指摘され、町会で消火器を
100本購入しました（芝児童センターがある地域は国土交通省より密集市街地
に認定されています）。また探検隊等の活動を通じて、「将来は市役所の職員と
なり、まちをきれいにしたい」と言ってくる児童もいて、地域への愛着心の醸
成にも繋がっています。         〈川口市芝樋

ひ の つ め
ノ爪町会 町会長 作間孝次さん〉

 ● 避難サポーターに任命された事で災害発生時に何を
したら良いか具体的なイメージができました。

 ● 子ども達のぼうさいマップで地域住民が防災意識を
高め、この意識を継続させようと大人達も自主防災
組織の活動をより積極的に行うようになりました。

〈福浦郵便局 橋本章弘さん・菅原リエさん〉

昨年、大きな地震でブロック塀が倒壊し児童が犠牲になりました。ブロック
塀は本当に危ないと感じました。子ども達の提言によって近くのブロック塀
がフェンスに取り替えられてホッとしています。 〈地域住民の方〉

〈改善のきっかけとなった当時の受賞作品〉

〈改善のきっかけとなった第10回の受賞作品〉

〈改善のきっかけとなった第11回の受賞作品〉

〈改善のきっかけとなった当時の受賞作品〉

〈改善後を掲載した当時の受賞作品〉

〈改善前〉危険なブロック塀

〈改善前〉出入り自由な原っぱ

子ども達は本当に熱心で感心します。大
人よりも地元の事が分かっていると思い
ます。階段に手すりがついて、それまで登
るのにしんどかったけど助かっています。

〈地域住民の方〉

★この4箇所以外にも、マップにより危険箇所が改善された事例があります。
　詳しくは、日本損害保険協会ホームページ「ぼうさい探検隊」特設サイトをご覧ください。

改善の
経緯

当時、子ども達は自分達の提言が大人の方に認められることで「僕達にもで
きるんだ！」と勇気、やる気を頂いた気がします。不安を感じていた地域住
民の方にもとても喜ばれました。活動を通して子ども達の「気付き」は、大
人にとっては当たり前なことでも彼らにとっては大きな発見であり、大人
達も認めてあげて、耳を傾けることが防災という観点からも大切な事だと
思います。                         〈川原町児童センター所長 永井清美さん〉

〈改善後〉フェンスに変更

〈改善後〉柵の設置 〈改善後〉手すりの設置、避難道の整備

橋本さん菅原さん
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愛知県 豊田市立足
あ す け

助小学校

8 第15回 小学生のぼうさい探検隊マップコンクール

木でできた家は燃えやすい

瓦で補強（なまこ壁） 下見板張り（火事の時は取り外せる）

土の壁は水に弱い

土の壁にする

児童は、なまこ壁、下見板張りを普段目にしてい
たが、そのわけを改めて知り、驚いた様子でした。

　では、なぜこのテーマが脈々と引き継がれてきた
のか、それは、豊田市で「WE  LOVE豊田」を合言葉
に自分の住んでいる地域に愛着をもつ教育活動を推
進しているからです。本校でも「WE  LOVE足助」を
合言葉に先に述べた「足助をゆく」というテーマのも
とに学習を行ってきました。時代は変わってもふる
さと足助を大切にしてほしいと願う地域・保護者そ
して学校の思いが、このテーマを引き継いできたの
でしょう。その思いは子どもに伝わり足助小の子は、
足助のまちが大好きです。
　今後もこの防災マップ作りは継続していくと思い
ます。この取組みを通して、子ども達が大好きな足
助のまちを守り、安全で安心なまちにしようとする
防災意識や子ども達の危険に対する認知力の向上に
繋がっていくことを願っています。
　終わりになりましたが、今後もこの「小学生のぼう
さい探検隊マップコンクール」が継続し、子ども達の
防災に対する意識が向上することをお祈りして挨拶
とさせていただきます。

　愛知県豊田市立足助小学校 校長の藪崎由縁と申し
ます。この度は日本損害保険協会が主催する「小学生
のぼうさい探検隊マップコンクール」が15周年を迎
えられたということで誠におめでとうございます。
　私たち足助小が15年間、このコンクールに参加し
てきた背景にはいろいろな意味があると思います。
　本校では、生活科と総合学習で、「足助をゆく」の
テーマで6年間かけて、足助の歴史や文化、伝統食
材、人々の暮らしなどについて体験・追究的な活動
をしております。この6年間の活動を通して、ふる
さとを愛し、ふるさとの人々に愛される子を育成す
ることを目指しています。このテーマが15年変わら
ずに脈々と引き継がれていることに大きな意義があ
ると思います。
　防災マップは4年生が作成します。4年生は、足助
のまちの安全について追究しており、安全で住みよ
いまち作りを考え、その学習の一環として防災マッ
プ作りが行われています。子ども達は、防災マップを
作るために足助のまち並みを歩き、地域の方とのふ
れあいを通して新たな気づきを得ていました。香嵐
渓のもみじで有名な足助は歴史の古いまち並みがあ
り、重要伝統的建造物群保存地区です。そのことも
あり、まちをあげて防火に取り組んでいることを知
ります。また、山間のまちであるための土砂災害対
策についても知ります。そして、自分達も足助のた
めになにかやれることはないかと考えるようになる
のです。

地域講師との交流授業で歴史ある足助のまち並みについて学習
します。テーマ「生きるために身を守る  昔の道具と建物の工夫」

15回連続参加
小学生のぼうさい探検隊マップコンクールに

香嵐渓のもみじで有名な豊田市足助町は、三河山間部に隣接し自然豊かであると同時
に歴史の古いまち並みがあり、国の「重要伝統的建造物群保存地区」に指定されていま
す。そんな地域の中心部にある足助小学校は全校生徒86名、創立147年の歴史ある小
学校です。敷地には昭和13年に建てられた講堂があり現在も使用されています。

（平成30年4月2日現在）

足助小学校校舎 講堂
冊子「足助をゆく」

発表会〈昨年の様子〉足助小学校
豊田市

足助町

伊勢湾 浜名湖浜松市

八日市市

豊橋市

名古屋市

愛知県

「特色ある学校づくり推進事業」は、豊田市教育委員会が、豊田市内
の各学校で伝統や文化、地域性、児童生徒の実態や願い等を活かし
た特色ある教育活動を行うことを目指して、展開している事業です。
足助小学校でも上記の推進事業の精神に基づき「WE LOVE 足助」を合言葉に生活
科と総合学習で「足助をゆく」のテーマで6年間かけて足助の歴史や文化、伝統食材、
人々の暮らしなどについて体験・追究的な活動をしております。防災マップ作りは
4 年生がその一環として毎年取り組んでいます。

●探検の途中で「頑張ってね！」とまちの方が声を掛けてくれま
す。まちが子ども達の事を温かく見守ってくれているのが実
感できます。子ども達にとっては、15年続いていることが
良いモチベーションとなり、年明けの発表会で自分達がいい
発表をすることが、下の子の頑張りに繋がると思っています。
●子ども達には歴史ある足助の木造建物を守るために昔から
守ってきた防火の工夫を受け継いで将来に引き継いでもらい
たいです。

足助町の古いまち並みは、国の「重要伝統的建造物群保存地区」に
指定されていることから、市の文化財課の協力をいただきなが
ら、全学年で歴史ある足助のまち並みについて学習するワーク
ショップがあります。ほぼ毎年同じプログラムであり、4年生で
は、足助の古い建物を守ってきた昔の人の工夫や知恵を学びま

江戸時代にまち中の家が燃
えてしまうような大きな火
事があったこと、そんなこ
とを防ぐために、昔の人が
家に工夫していたことをお
話や昔の道具を実際に触り
ながら学びました。

消火栓、ホース格納庫、消火器がいたるところに見つかり、これまで
何度も通った道なのに、見えていなかったことに気付きました。 土砂崩れが起きそうなところや地震のときに崩れ落ちそうな屋根瓦など、

火事以外の災害へも視点が広がりました。また、ホース格納庫が壊れて
いたり、避難所は本当にここでいいのかと考えたり、問題点を見つける
子どももいました。疑問点は市の担当者や消防署の方に話を聞きました。

ワークショップで昔の防火に対する工夫を学習し、
「今はどうなっているのだろう」という疑問から、
まちを探検に出掛けます。

豊田市立足助小学校 校長　藪
や ぶ さ き

崎 由
ゆ か り

縁

特色ある学校づくり推進事業

4年生担任 石川さをり先生から一言

ワーク
ショップ

まち探検

足助小学校の紹介

藪崎校長からのメッセージ

ワークショップ×ぼうさい探検隊

今年度の流れ

学習
発表会

年明けに学習のまとめとして生活科・総合学習
発表会「足助をゆく」を開催し、地域の方、保護
者、お世話になった方を招いて、学習成果を発
表します。また追及学習の成果を冊子「足助を
ゆく」にしてまとめます。

す。これを総合学習の「ぼくたち ちびっこ 防災探検隊」と繋げて
活動します。
ワークショップ → まち探検 → 防災マップ作り → 保護者や地域の
方に発信（総合発表会・「足助をゆく」冊子作り）という流れが子ど
も達の意識に自然に沿っているため毎年この流れで行っています。

マップ
作り

「市の推進事業」と「学校の授業」が
タイアップしたマップ作り
ふるさとを大切にして欲しいと願う地域・保護者そして学校の思いが
マップ作りの継続に繋がっています。
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（愛媛県宇和島市立蒋淵小学校6年生当時、2010年第7回「文部科学大臣賞」受賞）

これから活動 する子ども達、指導者の方へ

防災マップ作りに取り組んで…

未来への手紙
子ども達の

「5年後の自分」へ
メッセージ

愛媛県愛南町立城辺小学校校長 木原 要子

未来への宣誓

　地域ぐるみの学校防災に初めて取り組むとき、自
分達の活動を地域に発信する有効な方法はないもの
かと考え実践したのが、「いざという時に使ってもら
えるような防災マップを作って、家庭や地域に配布
しよう」というものでした。今から10年も前のこと
です。初めての取組みに、指導する私は不安でした
が、その時に活用させていただいたのが、損保協会
の「防災教育情報」の中の「『ぼうさい探検隊』を実施
する際のヒント・アドバイス」でした。でき上がった時
の子ども達の満足した顔、マップを手にした時の地
域の方々の驚きと喜んだ顔を今も思い出します。
　それから学校が変わっても、教育活動の一つに位
置付け、こつこつと取り組んできました。それは、
とても意義のある活動だと思っているからです。
　防災のスタートは「地域を知ること」だと思います。
日頃、生活している地域を、また、子ども達からみ
れば、いつも登下校時に通ったり遊んだりしている
場所を、そんなに詳しく知りません。子ども達は、
まちなか探検やフィールドワークの中で、危険箇所
や役に立つものに気付いていきます。スポンジで水

を吸い取るように、どんどん「地域の姿」を吸収し、
気付き、考え、命を守るための一助となるような
マップを作っていくのです。これはすごいです。
　蒋

こもぶち
淵防災キッズ５

ファイブ

の５人の子ども達は「この看板
に『土石流危険流域（北豊の浦川）』って書いてある
よ。ここ、川なんだ。」と、地図にも載っていないよ
うな、道の下に隠れている小さな川を見つけたり、
「土石流って何だろう」と砂防学習会に結び付く気付
きがあったりと、子ども達の学びが進化していくの
を感じてきました。
　今、学校では「主体的、対話的で深い学び」を合言
葉に、子ども達の自己解決力やコミュニケーション
能力の育成が重要視されています。防災マップ作り
はこのような教育的観点からも素晴らしい活動だと
感じています。自分の命を守るための、また、地域
の防災・減災に結び付くこの活動を通して、自助・
互助・共助の心が育った子ども達は、いざという時、
地域の力となること間違いなしです。
　これまでマップ作りに取り組んでこられた指導者
の方、これからトライしてみようと考えている指導
者の方、防災・防犯の意識付けやその意識を高める
のに有意義なこの活動を、ぜひ、これからも積極的
に取り入れ、継続していきましょう。困ったことが
あれば、全国にたくさんの指導者の仲間がいます。
損保協会の支援（活動のノウハウ）もあります。富士
山の裾野のように広がりをみせています。これから
の安心・安全なまち作りを託したいと思える子ども
達を育てていこうと考えている指導者の方々、そし
て、その目標に向かって頑張ろうと思っている子ど
も達に、心からエールを送ります。明るく素敵な未
来に向け、共に取り組んでいきましょう！

影山 実紅氏（かげやま みく）
2010年度、6年生5名が蒋

こもぶち
淵地区をまちなか探検した

り、土砂災害への意識を高めるために手作り雨量計で
調査したりしたことを、初めて防災マップにまとめた

「蒋淵のキケンお知らせ防災マップ」が、『小学生のぼう
さい探検隊マップコンクール』で「文部科学大臣賞」受
賞。地域の防災意識を高めただけでなく、「高学年に
なったら防災マップを作る」という新たな目的を掲げ
てスタートを切ったときの活動メンバー。
自然災害への関心が高まり、「自分の命は自分で守る」
という考えとともに、高校・大学時代、災害時のボラ
ンティア活動に参加しながら「自分にできることはな
いだろうか」と考えるようになった。将来「命」と向き
合う看護師になりたいと、現在、大学で勉強中。

木原 要子氏（きはら ようこ）
2008年度、当時勤務していた愛南町立東海小学
校が、文科省委託事業「地域ぐるみの学校防災推進
研究事業」の研究拠点校となったことで、防災教育
に取り組み始めた。そのとき初めて作製して校区
の全戸に配布した防災マップを、マップコンクール
にも出品（審査員特別賞）。学校における防災教育
を推進するには、家庭・地域との連携が重要だと
考え、その手立ての一つとして、防災マップ作り
を教育活動に位置付け、児童の意識を高めるため
に、コンクールへの出品を続けている。

「自分の命は自分で守る」力を身に付けた児童は、
災害から地域を守る力になると信じて、こつこつ
と学校における防災教育に取り組んでいる。

ぼうさい探検隊、未来への展望
広島文化学園大学2回生 影山 実紅

　私は、ぼうさい探検隊の活動を行う中で、地域へ
の関心が高まったことや災害対策について深く考え
るようになったことを今でもはっきりと覚えていま
す。地域に出て危険箇所を探したり、高潮の調査を
したり、聞き取りを行ったり、自分達で雨量計を
作ってデータを取ったりもしました。今まで知らな
かった地域の危険箇所だけでなく、川を確認したり
里道に気付いたりしました。
　それを一つ一つマップに表していく中で、さらに
防災について考え、実際に災害が起きた時どう行動
すればいいのか、また、備えと対策について学ぶこ
とができました。それまで、私達も地域も、防災につ
いて深く考えることがあまりなかったように思いまし
たが、私達の活動を通じて、友達も地域も防災につ
いて真剣に考えるようになり、だんだんと変わって
いきました。ぼうさい探検隊の活動は、地域との交
流も深めることができるので、その中で地域の安全・
安心についての理解を深めることができました。
　私達が防災マップを作製した翌年、私達の卒業式
の前に、東日本大震災が起きました。テレビの映像
を見るたびにとても心が痛くなり、それと同時に、
私達にできることは何かを考えました。この、ぼう
さい探検隊の活動がなければ、こんなに深く考えな
かったと思います。私達の活動は小さなことだけど、
その活動によって少しでも災害時に役に立ったり、
減災や日頃からの備えの意識に結び付いたりするの
ではないかと考えました。
　私のふるさと、愛媛県宇和島市は、南海トラフ巨大
地震発生時には大規模な被害が想定されていますし、
昨年の夏の西日本豪雨災害により、これまでにない被
害を受けました。近年は、このような災害が各地で起

きています。これからのぼうさい探検隊の活動では、
今まで起こった様々な災害をもとに、自分達の住む
地域でどんな災害が想定されるかを考えたマップ作
りにも挑戦してもらいたいと思います。決して起こ
らない災害はないので、「自分の命は自分で守る」こ
とを第一に考えて、どんな小さなことでも気付いた
ことを防災マップを通して発信し、地域に根付かせ
ていってほしいと思います。
　私は、ぼうさい探検隊の活動を通して、防災や災害
について興味を持つようになり、「命と向き合う」看護
師という職に就くことを選びました。また、私にで
きる形で、災害ボランティアにも積極的に参加し、復
興のために取り組む人達との交流の中で、「感動」と
「学び」をいただきました。これまでに、復興に視点
を当てた防災マップもあったことを聞きました。
　このように、防災マップ作りには、地域を動かす
力があり、未来へのメッセージの発信もできます。
8年も前のことをこんなに語ることができる、とて
も素晴らしい取組みです。たくさんの子ども達が、
どんどん繋がっていってくれることを、一人の先輩
として心から応援しています。
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第1回から第15回  （2004〜2018年度）の入選作品一覧

開催回
（開催年度） 第1 回

（2004年度）
第2 回

（2005年度）
第3 回

（2006年度）
第4 回

（2007年度）
第5 回

（2008年度）
第6 回

（2009年度）
第7 回

（2010年度）
第8 回

（2011年度）
第9 回

（2012年度）
第10 回
（2013年度）

第11 回
（2014年度）

第12 回
（2015年度）

第13 回
（2016年度）

第14 回
（2017年度）

第15 回
（2018年度）

参加団体数
（小学校 ･その他団体）
作品数／参加児童数

96校
（小学校のみ募集）
478作品／4,832名

219団体
（109校 ･110団体）
782作品／6,720名

224団体
（118校 ･106団体）
1,052作品／8,325 名

257団体
（159校・98団体）

1,374作品／10,497名

241団体
（143校・98団体）
1,235作品／9,322名

297団体
（155校・142団体）
1,389作品／9,954名

317団体
（160校・157団体）
1,607作品／10,291名

344団体
（158校・186団体）
1,643作品／10,791名

417団体
（213校・204団体）
2,018作品／13,477名

449団体
（179校・270団体）
2,191作品／13,728名

511団体
（235校・276団体）
2,267作品／17,187名

588団体
（244校・344団体）
2,506作品／16,833名

526団体
（235校・291団体）
2,871作品／19,158名

538団体
（218校・320団体）
2,582作品／16,370名

566団体
（271校・295団体）
2,865作品／17,983名

文部科学大臣賞
埼玉県

加須市立不動岡小学校
おまかせ不動っ子

探検隊

福井県
あわら市北潟小学校

北潟5BFC

秋田県
秋田市立飯島小学校
マックスさくら
たんけんたい

静岡県
浜松市立伊平小学校

チーム女子刑事セブン

岡山県
備前市立神根小学校
神根レンジャー

バスターズ

静岡県
浜松市立久留女木小学校

チューチュー
久留女木隊

愛媛県
宇和島市立蒋淵小学校

蒋淵キッズ５

愛媛県
宇和島市立蒋淵小学校
大島守り隊ガールズ

愛媛県
愛南町立福浦小学校
風の子ファイブ

愛媛県
愛南町立福浦小学校

風の子サポーターズ

北海道
札幌南区川沿少年消防

クラブ
南区川沿大雨
みまもりたい

愛媛県
愛南町立東海小学校
海っ子セーブ隊

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

福井県
坂井市立平章小学校
平章小学校５年

お城チーム

愛媛県
愛南町立家串小学校

家串ドリームチーム

防災担当大臣賞
和歌山県

美浜町立松原小学校
浜ノ瀬チーム

大阪府
高槻市立三箇牧小学校

こう水から
みんなをまもり隊

福島県
相馬市川原町児童センター
みつばち防災探検隊

高知県
四万十町立興津小学校

興津っ子

滋賀県
守山市ふけ町

ふるさとクラブ
ふけ町ふるさとクラブ

夜回り隊2008

徳島県
三好市立佐野小学校

佐野防災８

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

福島県
相馬市川原町児童センター

みつばち・かもめ
防災探検隊

東京都
玉川消防少年団

玉川消防少年団
ぼうさい探検隊

愛媛県
宇和島市立蒋淵小学校

矢が浜守り隊

福島県
相馬市立中村第二小学校 

放課後児童クラブ
かもめクラブ

かもめ防災探検隊

和歌山県
入山防災を学ぼうクラブ

ひまわり探検隊

愛媛県
愛南町立中浦小学校

中浦っ子みんなの命
守り隊  尻貝チーム

香川県
三豊市仁尾町児童館

におっこ清掃探検隊

福島県
相馬市川原町児童センター
みつばち防災探検隊

消防庁長官賞
埼玉県

川越市立上戸小学校
上戸探検隊Ａチーム

静岡県
浜松市立村櫛小学校

村櫛防衛隊

福井県
あわら市細呂木小学校

細呂木守っ隊

三重県
鳥羽市安楽島こども会
安楽島キッズ探検隊

長野県
ガールスカウト日本連盟

長野県第34団
もみじっ子防災探検隊

東京都
目黒消防少年団

目黒消防少年団
ぼうさい探検隊

東京都
日本橋消防少年団
阪本シスターズ

大分県
高瀬少年消防クラブ

６年生チーム

北海道
札幌東月寒少年消防クラブ
しらかばガールズ

愛媛県
愛南町立福浦小学校

風の子ダイヤモンズ

高知県
本山町立吉野小学校

吉野チーム

東京都
本田消防少年団

本田消防少年団

北海道
札幌市豊平区

月寒少年消防クラブ
月寒ぼうさい探検隊
New Generation

高知県
本山町立吉野小学校

寺家チーム

まちの
ぼうさいキッズ賞

京都府
京都市立第四錦林小学校

𠮷田見守り新聞

福島県
相馬市川原町児童センター
みつばち防災探検隊

静岡県
浜松市立伊平小学校
伊平もっと知り隊

北海道
斜里町立峰浜小学校

シマトッカリ
ぼうさい探検隊

徳島県
徳島市立富田小学校
さわやかマップ隊

広島県
府中町少年少女消防クラブ

府中町少年少女
消防クラブ

福島県
相馬市川原町児童センター
みつばち防災探検隊

千葉県
ガールスカウト日本連盟

千葉県第3団
ミラクルレインボー

沖縄県
那覇市立開南小学校
いつでもどこでも

えがおチーム

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

沖縄県
糸満市立糸満がじゅまる

児童センター
イチマンかじゅまる

チーム

山口県
下関市立豊浦小学校
下関維新探検隊

愛媛県
愛南町立家串小学校

家串スターズ

東京都
富士見キッズ
チーム４年

奈良県
ガールスカウト
奈良県第22団
ジュニア部門 

「メジロパトロール」

気象庁長官賞
茨城県

鹿嶋市立平井小学校
平井っ子 防災探検隊

北海道
豊平区月寒少年消防クラブ

三代目
月寒ぼうさい探検隊

石川県
かほく市子ども会

高松支部  内高松子ども会
内高松子ども会

広島県
亀崎学区少年消防クラブ
亀っ子防災探検隊

東京都
富士見キッズ

Chipika

キッズリスク
アドバイザー賞

千葉県
ガールスカウト千葉県
第３団ジュニア部門

西船 KIDS

石川県
かほく市子ども会

宇ノ気支部  狩鹿野子ども会
狩鹿野子ども会

東京都
富士見キッズ
青緑チーム

静岡県
学童保育ひまわりクラブ

ひまっしー隊

香川県
三豊市仁尾町児童館

におっこ清掃探検隊

未来への
まちづくり賞

愛知県
田原市立赤羽根小学校
赤小ぼうさいキッズ

富山県
氷見市立余川小学校
余川防災見直し隊

奈良県
ガールスカウト日本連盟

奈良県第1団
ならまち防災探検隊

兵庫県
新温泉町立春来小学校

少年消防クラブ
春来小学校

ぼうさい探険隊

長野県
ガールスカウト日本連盟

長野県第34団
もみじっ子防災探検隊

滋賀県
守山市ふけ町

ふるさとクラブ
びわこスマイル
ガールズ2009

埼玉県
日本ボーイスカウト

埼玉県連盟草加第7団
カブスカウト隊

福井県
あわら市吉崎小学校

吉崎赤手ガニ防災隊

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

沖縄県
宮古島市立上野小学校
いみっちゃフラワー

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

愛媛県
愛南町立中浦小学校

中浦っ子みんなの命
守り隊  尻貝チーム

沖縄県
糸満市立糸満南小学校

糸満南っ子
ちゅらさん探検隊

福島県
西部子ども公民館放課後

児童クラブこすもすクラブ
こすもす探検隊

沖縄県
那覇市立城東小学校
ちゅらっこ城東

わがまち再発見賞
沖縄県

那覇市金城児童館
金城クローバー

長野県
ガールスカウト日本連盟

長野県第34団
もみじっ子防災探検隊

大分県
別府市光の園子どもクラブ

光の園安全隊

香川県
高松市立栗林小学校

みんな安心
手だすけマスターズ

滋賀県
高島市マキノ町辻区子供会
つじっ子防災探検隊

沖縄県
那覇市久場川児童館

いっぺぃじょうとう

宮城県
大崎地域広域行政

事務組合加美消防署
宮城県カッパの
ふるさと色麻町

和歌山県
みんなでまなぼうさい

和歌山県美浜町中央公民館
ひまわり防災探険隊

神奈川県
ガールスカウト
神奈川県第53団

GS KANAGAWA 53

香川県
三豊市仁尾町児童館

におっこ清掃探検隊

北海道
札幌南区川沿少年消防

クラブ
みなみっクマ調査隊

愛媛県
愛南町立家串小学校
家串カルテット

愛媛県
愛南町立東海小学校

東海9

ぼうさい探検隊賞
宮城県

石巻市立湊小学校
はちまん

あるある探険隊

千葉県
館山市神明町22班

防災戦隊
GO ! GO ! ファイブ

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

北海道
上富良野町少年消防クラブ

ひなん所
メグレンジャー

徳島県
三好市立佐野小学校

S.B.8（さの･ぼうさい･
エイト）班

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

宮城県
大崎市松山地域
ぼうさい探検隊

コスモスロード

北海道
別海町立上春別小学校
上春キッズ探検隊

埼玉県
日本ボーイスカウト

埼玉県連盟草加第７団
チームせんべい

愛媛県
東温市立東谷小学校

少年消防クラブ
東谷少年消防クラブ

石川県
かほく市子ども会

宇ノ気支部内日角子ども会
（青葉・青空）

内日角守り隊

福島県
相馬市川原町児童センター
みつばち防災探検隊

広島県
亀崎学区少年消防クラブ

亀崎学区
少年消防クラブ

岩手県
一関市中里放課後子ども教室

中里青ぼうし
安全探検隊

茨城県
レンジャー探検隊

レンジャー探検隊

審査員特別賞

京都府
京都市立白川小学校

白川キッズ
あんぜんたい

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

茨城県
常陸大宮市立大宮西小学校

西小安全守り隊

埼玉県
さいたま市立高砂小学校
高砂小学校安全委員会

青森県
青森市立沖館小学校

三好のみんなを守り隊

宮城県
大崎市立三本木小学校

防災探検隊
三本木小学校
防災探検隊

茨城県
東海村立白方小学校

仲よし3人組

茨城県
東海村立白方小学校

仲良し3人組

東京都
東京都立城南特別支援学校
すずらんグループ

福島県
相馬市川原町児童センター
みつばち防災探検隊

北海道
豊平区月寒少年消防クラブ
月寒ぼうさい探検隊

神奈川県
ガールスカウト
神奈川県第53団

GS KANAGAWA 53

福島県
相馬市立中村第二小学校

放課後児童クラブ
かもめクラブ

かもめ防災探検隊

北海道
札幌南区川沿少年消防

クラブ
川沿ジュニア山岳隊

北海道
札幌南区川沿少年消防

クラブ
川沿未来レスキュー隊

岐阜県
下呂市立総島小学校
ハッピーチーム

徳島県
海南町立浅川小学校
浅川ブルースカイ

チーム

千葉県
我孫子市立布佐南小学校

洪水探検隊

東京都
立川市立第十小学校

十小 GOGO
たんけん隊

宮城県
石巻市立石巻小学校
石小防災探検隊

埼玉県
日本ボーイスカウト

埼玉県連盟草加第7団
カブスカウト隊

福井県
あわら市金津小学校

金津っ子７

埼玉県
日本ボーイスカウト

埼玉県連盟草加第7団
カブスカウト隊

福井県
あわら市本荘小学校
本荘ガールズ８

茨城県
日立市立金沢小学校
金沢元気キッズ

静岡県
清水有度少年教室
ひまわり探検隊

石川県
かほく市子ども会

高松支部　岸川町子ども会
岸川町子供会

神奈川県
ガールスカウト
神奈川県第53団

GS KANAGAWA 53

福島県
相馬市立中村第二小学校

放課後児童クラブ
かもめクラブ

かもめ防災探検隊

岩手県
矢巾町立徳田小学校

北郡山子ども会
北郡山子ども会  1班

兵庫県
神戸市立御蔵小学校

みくらトゥエンティ

高知県
日本ボーイスカウト

高知県連盟 高知第13団
ボーイスカウト高知13団

宮城県
気仙沼市立中井小学校
小鯖第１地区子ども会

小鯖第１地区津波
ひなん場所パトロール隊

長野県
松本市立岡田小学校
探検ファイヤー

福島県
相馬市立中村第二小学校

放課後児童クラブ
かもめ防災探検隊

石川県
輪島市立鳳至小学校
鳳至見守りキッズ

滋賀県
守山市ふけ町

ふるさとクラブ
びわこぴょんぴょん

スターズ2010

東京都
目黒消防少年団

目黒消防少年団

福井県
あわら市細呂木小学校
細呂木マモルンジャー

千葉県
ガールスカウト
千葉県第３団
西船 KIDS

福井県
小浜市立口名田小学校
口名田小学校４年生

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

石川県
かほく市子ども会  

宇ノ気支部  指江子ども会
指江子ども会

茨城県
鹿嶋市立平井小学校

平井っ子防災クラブ SP

新潟県
新潟市立白山小学校
白山安全まもり隊

滋賀県
守山市ふけ町

ふるさとクラブ
ふけ町ふるさとクラブ

夜回り隊

石川県
金沢市立森山町小学校
金沢市立森山町小学校

4年1組

静岡県
浜松市立伊平小学校
伊平の安全守り隊

大阪府
吹田市立桃山台小学校

桃小安全キッズ

長野県
ガールスカウト日本連盟

長野県第34団
もみじっ子防災探検隊

三重県
船越少年消防クラブ

船越少年消防クラブ

東京都
東京都立城南特別支援学校
城南すずらんグループ

滋賀県
野洲市社会福祉協議会

北野学童保育所
北野っ子

島根県
船越なかよし安全たい
船越なかよし安全たい

大阪府
堺市立東深井小学校

放課後ルーム
東深井 sister's

神奈川県
ガールスカウト

神奈川県第53 団
GS KANAGAWA 53

神奈川県
横浜市立汐見台小学校
汐見台パトロール隊

滋賀県
大津市南郷学区

チェリーファイターズ
チェリーファイターズ

静岡県
浜松市立伊平小学校

伊平安全パトロール隊

兵庫県
美方広域消防本部 BFC
香美町立佐津小学校
命を守る佐津っ子

レスキュー隊

和歌山県
かつらぎ町丁ノ町児童館
ハッピーかつらぎっ子

三重県
船越少年消防クラブ

船越少年消防クラブ
まちなか探検隊

和歌山県
かつらぎ町丁ノ町児童館
かつらぎあんぜん

キッズ

神奈川県
平塚市立八幡小学校

チーム・ハト

滋賀県
高島市マキノ町辻区子供会

辻区子供会

岡山県
緑丘児童クラブ

SUMMER 探検隊

和歌山県
かつらぎ町立丁ノ町児童館
かつらぎ防災ガールズ

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

石川県
加賀市立金明小学校

金明安全・安心守り隊

奈良県
生駒市桜ヶ丘小学校区
こどもじま子ども会
ぼうさい探険隊

兵庫県
香美町立小代小学校

少年消防クラブ
小代っこ

ぼうさい探検隊

愛媛県
愛南町立東海小学校
岩水防災キッズ

山口県
下関市立豊浦小学校

しものせき
いしんたんけんたい

京都府
城陽少年消防クラブ

城陽少年消防クラブ

山口県
下関市立豊浦小学校

しものせき
いしんたんけんたい

石川県
かほく市子ども会

高松支部内高松子ども会
チーム UTITAKA

和歌山県
橋本市立応其小学校
いのちをまもる

愛媛県
宇和島市立蒋淵小学校

高齢者守り隊

和歌山県
串本町立古座小学校

中湊なかよし
たんけんたい

愛媛県
愛南町立東海小学校

東海14

石川県
かほく市子ども会

宇ノ気支部  内日角子ども会
内日角キッズポリス

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

愛媛県
愛南町立東海小学校
岩水防災キッズ

高知県
四万十町立興津小学校

マタサカナ

大分県
高瀬少年消防クラブ

高瀬少年消防クラブ

高知県
土佐清水市立下ノ加江

小学校
なかよし4人組

愛媛県
宇和島市立蒋淵小学校

防災キッズ６

石川県
かほく市子ども会

高松支部瀬戸町子ども会
瀬戸町子ども会

広島県
府中町少年少女消防クラブ
府中町 女子チーム

沖縄県
座安小見回り探検隊

座安っこ見回り探検隊

香川県
仁尾町児童館

におっこ清掃探検隊

沖縄県
浦添市立宮城っ子児童

センター
みやぎっこ

パトロールたい

三重県
鳥羽市安楽島子ども会
安楽島キッズ探検隊

和歌山県
和歌山市立四箇郷北小学校
四箇北パワフルズ

高知県
四万十町立興津小学校

オキトラ

福岡県
北九州市立広徳小学校
広徳小学校４-12列

沖縄県
那覇市久場川児童館
のびのびクラブ

鹿児島県
奄美市立大川小学校
奄美大川防衛隊

高知県
四万十町立興津小学校

興空

福井県
小浜市立口名田小学校
口名田小学校３年生

愛媛県
愛南町立緑小学校

ぼうさいグリーン隊
C チーム

沖縄県
豊見城市役所前児童クラブ

琉球 Boys

愛媛県
愛南町立城辺小学校
城の辺守り隊７

沖縄県
糸満市立糸満南小学校・

糸満南幼稚園
糸満南っ子

ちゅらさん探検隊

京都府
京都市葵児童館

学童クラブ3 ～6年生・
京都府立洛北高校生徒会
葵児童館安全探検隊

消防庁長官賞は第２回、わがまち再発見賞は第３回、
気象庁長官賞およびキッズリスクアドバイザー賞は
第 11 回から新設されています。
審査員特別賞は第３回までは３作品でしたが、作品
数増加に伴い、第４回以降は８作品としています。

小学生のぼうさい探検隊マップコンクール


